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1932年ロ サ ン ゼ ル ス ・ オ リン ピ ッ クの

メ デ ィ ア表象
 

浜 田 幸 絵 （東京経済大学大学院）

1． は じめ に

　近年， オ リ ン ピ ッ ク の 政治的 ・社会的 ・文化的意味に 着 目する 研 究が盛 ん に な
　 　 　 （1エ

っ て い る 。 こ うした研 究関心か らすれば
，

一
つ の 焦点に なるの が メ デ ィ ア の 果た

す役割 で あ る 。 本稿 は ， こ れ ら の 動 向 を踏 まえて ， 日本 に お け る 1932年 ロ サ ン

ゼ ル ス （以 下， ロ ス ）・オ リ ン ピ ッ クの 新聞報道の 内容 を， ナ シ ョ ナ リズ ム の 観点

か ら明 らか に しよ うとす る もの で ある 。

　1920年代 半 ば 以 降 　日本 社会 で は メ デ ィ ア の 大 衆化が 進 行 し， 新 聞 ・雑 誌 ・

書籍の 発行部数が 急増， ラ ジオ ・ニ ュ
ース 映画 とい っ た新 しい メ デ ィ ア が 登場 ・

普及 した 。 こ うした メ デ ィ ア の 大衆化 と連動 して ， ス ポ ー
ツ の メ デ ィ ア ・イ ベ ン

ト化 も進 ん だ 。 1927年 に 始 まっ た ラ ジ オ の ス ポ ー
ツ 中継 は

， 大衆娯楽 と して ス

ポ ー
ッ が 人気 を集め る こ とに寄与 した 、 また

， 新聞社が 主催 ・後援する こ とが多

か っ た 日本 の ス ポ
ー

ツ ・イベ ン トは，新聞社 の 寡 占化 ・巨大化 に よ っ て ， よ り大
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛z ）

規模か つ 社 会の 広範 な層 を巻 き込 む もの とな っ て い た 。

　ロ ス 大会が 開催 され た 1930年代初頭 に は， オ リ ン ピ ッ ク とい う国際的 なス ポ

ー
ツ

・イベ ン トをナ シ ョ ナ ル な規模で 体験す る社会的条件が 整 っ て い た とい える 。

こ れ まで の 研 究 で は ，1936年 ベ ル リ ン
・
オ リ ン ピ ッ クが ，軍 国主 義の 風 潮 が顕

著 で あ っ た大会 と して 注 目され て きた 。 しか し， 国 際的 なス ポ ー
ッ

・イベ ン トに

お け るナ シ ョ ナ リズ ム を多層 的 な もの と捉 える な らば ， 注 目に価 す るの は， ロ ス

大会で あ る と考え られ る 。
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　 だ が ロ ス 大 会 に 関 す る研 究 は 十分 に な され て い る と は言 い 難 い 。
ロ ス 大会 に 関

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c3 ）

する先行研究 と して は ， ラ ジ オ放送 に関す る い くつ かの 研究が ある ほ か ， 筆者が，

戦前 日本の 諸組 織 （新 聞社 ・放送 局 ・政 府 ・企 業）の オ リ ン ピ ッ ク へ の 関与 の あ り

方の 変遷 をた ど り， 同大会が 国民 的 イベ ン ト と して 展 開 した最初の オ リ ン ピ ッ ク
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c4 ）

で あ っ た こ とを明 らか に して い る 。 しか し， メ デ ィ ァ の 報道 内容 に 関 して は， 吉

見俊哉が ， 1940年東京大会 に 関す る論考 で ， ロ ス 大会 を契機 と した オ リ ン ピ ッ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c5）

ク報道の 論調 の 変化 を指摘 して い る の に と どま っ て お り，実証的分析 は管見の 限

りない 。

　 さて ，本稿で は， ナ シ ョ ナ リズ ム の 再生 産 に焦点 を当て る が ， ナ シ ョ ナ リ ズム

とい う概念 は，
一

枚 岩で 捉 え られる もの で は な く， 近年の ナ シ ョ ナ リズ ム 論で は，

政治的原 理 や思想 を含 ん だ主張や運動の み な らず， 国民 共同体 を想像する 認識 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c6）

枠 組 み に まで 広 げ た議 論 が展 開 されて い る 。 ナシ ョ ナ リズ ム を，構 築 主義の 立 場

か ら国民共同体 を想像す る認識 まで包含す る もの と拡 大的 に 解釈すれ ば ，
マ ス ・

メ デ ィ ア の 報 道 に お け る ナ シ ョ ナ リズ ム の 再 生 産 に 関す る言 説 は ，幾 層 に も重 な

っ て い る とい え る 。 また ， あ ら ゆ る 表象 は 多意味的 （polysemantic）で あ り，受 け

手の 受容 の あ り方 も多様 で あ りうる こ と を考慮す れ ば，遠 い 過去 の イベ ン トにお

け る ナ シ ョ ナ リズ ム の あ り方 を
一

挙 に論証す る こ とは ，難 しい
。 そ こ で 本稿で は ，

ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 再生 産 に 関する メ デ ィ ア の 表象 ・言説の レベ ル に絞 っ て
， それ

が ロ ス 大会報道に お い て どの よ うな もの で あ っ た か を明 らか に する こ とを課題 と

する 。 具 体的に は
， 新 聞の 言 語 的 ・視覚的表象 を，量 的 ・質的 に 分析す る 。

　 これ まで の 研 究で は，満州事変以 降， マ ス ・メ デ ィ ア は ，天皇 と国家に 献身す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7｝

る 国民 の 物語 を社 会 に充満 させ る過程 で 重要 な役割 を果 た した と され て い る 。 た

だ， 国 際関係史の 研 究 に よ れ ば ， ス ポ ー
ッ は 1930 年代 に お い て も政 治か ら独 立

性 を保 ち ， 諸国間の 友好促進の 理念 を追求 した領域で ， 日本もス ポ
ー

ツ に お ける
　 　 　 　 　 　 　 　 　 c8）

国 際主義 を尊重 して い た 。 国家主義的風潮 と国際性 の 追 求が どの よ うに絡み 合 っ

て い た の か が ， 1930年代 初頭 の 国 際 的 な ス ポ ー
ツ

・
イベ ン トの 報道 を考 え る う

えで 重要 で あろ う。

2 ． 分析 の対象 と方法

　分析対象 は ， 当時の 東京 の 代 表的新 聞で あ る 『東京朝 日新 聞』， 『東京 日 日新

聞』， 『読売新 聞』（以下 ， 『東朝』 『東 日』 『読売』）と した。 『東朝亅 は 『大阪朝 日新
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聞亅， 『東 日』 は 『大阪毎 日新 聞』 とそ れぞ れ提携 関係 に あ り， ロ ス 大 会 で
，

両社

は競 い 合 うよ うに ，取材 陣 の 派遣 ，速報体制の 強化， ニ ュ
ー ス 映画や 写真の 収集 ・

輸送 を行 っ た 。 オ リ ン ピ ッ ク に 際 した 臨時 支 出は ，両社 と も 10万 円 を超 過 した
　 　 c9 ］

とい う。

一 方 ， 『読売』 は
， 東京 を 中心 と した 新興の 新聞で 、 1924 年の 正 力松太

郎 の 社 長就 任 後 ラ ジ オ版 の 創 設 ， 夕刊 発行 な どに よ っ て 部数 を拡大 して い た が ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1o）

ロ ス 大会報道 へ の 投資額 は，数千 円 と 『東朝』 や 『東 日』 に は及 ば なか っ た 。 オ

リン ピ ッ ク取材の 名 目で 日本か らロ ス へ と派遣 した特派員 数は ，

・『日本新 聞 年鑑』
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1！）

に よれば ， 『東朝』 3 名． 「東 日亅 4 名に対 し， 『読売』 は 1 名で あ っ た 。 その ため，

『読売』 は， 電通 や 聯合 の 記事 を多 く掲載 して い る 。 また， 『東朝』 と 「東 日』 は ，

フ ォ ッ ク ス 社及びパ テ ー社 と提携 して ニ ュ
ー

ス 映画 を撮影，競 い 合 っ て 日本 へ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （12］

輸送 し， 全 国各地で 公 開 したが ， 『読売』は ，
ニ ュ

ース 映画は作 っ て い ない 。

　分析 方法 と して は ，量 的
・質的内容 分析 を行 っ た 。 量 的分析 で は， ロ ス 大会 の

報 道 に お ける ， ナ シ ョ ナ リズ ム の 再生 産 に 関す る 表象の 傾 向 と特徴 を数量 的 に把

握する こ とを主 た る 目的 と し， 3 紙間 の 比 較及 び ロ ス 大会 と前 回 ア ム ス テ ル ダ ム

大 会 の 比較 も試 み た 。

　量 的分析 の 対象期 間 は，大 日本体育協会 の 選手 団送別式の翌 日か ら，選手団解

散式の 翌 日 と した 。
ロ ス 大会 は ，1932年 6 月 21 日か ら同年 9 月 9 日 ，

ア ム ス テ

ル ダ ム 大会 は ． 1928年 6 月 18 日か ら 同年 10月 28 日で ある 。 過去 の オ リ ン ピ ッ

ク や オ リン ピ ッ ク大会 前後 に開催 され る競 技会 に つ い て の 記事 も，文中に オ リ ン

ピ ッ ク へ の 言及が あ る場合 に 限 っ て 分析対象 と し，社告 も分析対象 と した 。 なお ，

ア ム ス テ ル ダ ム 大会 の 報道の 分 析は
， 本稿で は ロ ス 大会の 報道 を分析す る た めの

補助 と し， 『東朝亅の み を対象 と した 。

　『東朝』及 び r読売』 は， デ ー タ ベ ース で ， 「開催地 名 （ロ サ ン ゼ ル ス ・
ア ム ス テ

ル ダ ム ）」 か 「オ リ ン ピ ッ ク 」 を キ ー
ワ

ー
ドに 含 む記 事 を検索 し，該 当記 事 を抽

出 した 。 た だ し， デ
ー タ ベ ー

ス で 検索 され た記 事で も， オ リン ピッ ク とは無関係

の 記事 に つ い て は ， 除外 した 。 「東 日』 に つ い て は， マ イ ク ロ フ ィ ル ム を用い ，

筆者が 手作業で 該当記 事 を抽 出 した 。

　量的分析で は，上 記の 手順で 抽出 され た オ リ ン ピ ッ ク 関連記事 に つ い て
， 全体

的な 報道量 を把握する た め ，記事面積，写真掲載枚数 を調 べ ，分析対象期間 中 に
，

オ リ ン ピ ッ ク に 関 して号外 ・別刷 が 発行 され た 回数 も調査 した 。 続い て
， オ リ ン

ピ ッ ク 関連記事の 見出 しに お ける特定の 言語表現 の 登場 回数 をカ ウ ン トした 。 特

定の 言語表現 とは，（1）国名、（2）選手名 ， （3）日本 を示 す表現 （「日章旗」「君が代」「わ
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れわ れ 」な ど），（4）戦 争 ・平和 ・国際 親善 を連 想 させ る言 葉 で あ る 。 さ らに ，特定

選手の 個人 的な 人 間関係 （家 族 ・恋人 ・恩 師 な ど）を主 題 と した 記事，及 び， 外国

人 に よ る 日本選 手 の 評価 を主題 と した記 事 を抽 出 し， そ の 内容 を詳 し く量 的 に分

析 した
。

　量 的分析 とは 別 に， 3 つ の 事例に 関 して ， ナ シ ョ ナ リズ ム の 再生 産 とい う観点

か ら 質的分析 （言説分析）も行 っ た 。 量 的分 析は
， 報道内容 の 全体的な傾 向 と特徴

を体系 的 に示 すの に適 した手法で あ るが ， 仮説 に基づ く コ
ー

デ ィ ン グ ・カ テ ゴ リ

ー
に捉 われ， メ デ ィ ア

・テ ク ス トの 意味の 多層性 を読み解 くに は適 して い ない 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （13）

しか し、 オ リ ン ピ ッ ク をマ ス ・メ デ ィ ア に 媒介 され た儀礼 と して 捉 え る な らば，

その 報道の 分析 に お い て 重要 なの は ， マ ス ・メ デ ィ ア の 報道 に よ っ て ， どの よ う

な規範や 価値観 ， 意識 が 国民 の 間 で 共有 され る か ，
と い う点で あろ う。 言 説分 析

は，言語 を通 して 社 会 の 権力 関係 ・構造 が構 築 され る ， あ る い は，社会 の 権 力 関

係 ・構造 の 中で 言語が 使用 され る とい う観点か ら，記事 の 見 出 し， レ イ ア ウ ト，

前後関係 ， 記事内で 使用 され て い る 言語 の レ トリ ッ ク や組 み合 わ せ
， 図像 の 分析

　 　 　 　 （14）

な ど を行 う。 言 説分析 と量 的分析 を相互 補完的 に用 い る こ とで ，分 析結 果 の 論 証
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （コ5）

性 を高 め る こ とが で きる と考えた 。

3 ． 量的内容分析の結果

　3 − 1　 全体的報道傾向

　表 1 に あ る よ うに， 紙面に 占め る オ リ ン ピ ッ ク報道面積 の 割 合 は 3 〜 4 ％ （大

会会期 中 は 6 −− 8 ％）程度 写真は 約 400〜460枚 ， 号外 ・別刷 の 発行 回数は
， 『東

表 1　 報道 の 全体的傾 向

東朝 東 日 読売 灘鸚
譲 ．
　 　 　 　

肌
蕀

紙面 に占め る オ リ ン ピ ッ ク報道の 割合

（体育協会送別式 か ら解散式期 間）※
333％ 3．23％ 4ρ2％ 覊　 鍵蓬

戀 懺 　鏤

紙 面 に 占め る オ リ ン ピ ッ ク報道の 割合

（開会 式か ら閉会式期 間）※
a52％ 632 ％ 821 ％ 鑽 　 黷

劈　 躑 羅　
照
鑞

写真掲載枚数 398 458 417 蒭懸
鸚

糶
号外 ・別刷 発 行回数 14 14 8 靉灘 嚢轜

※号外 ・別刷は，紙面の サ イズ が異なる こ とが多 い ため，含め なか っ た 。
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朝』 と 『東 日』は 14回 ， 『読売』は 8 回 で あ っ た 。 紙面 に 占め る オ リ ン ピ ッ ク報

道 の 割 合 は そ れ ほ ど大 き くは ない が， 写真 の 掲 載枚 数や 号 外 ・別刷 の 発行 回数か

ら， ロ ス 大 会 は ， 当 時の 新 聞 に と っ て 重 要度 の 高 い イベ ン トで あ っ た とい える 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛16〉

前回大会 につ い て は，比較的取材体制の 整 っ て い た 『東朝亅の み を調査 したが ，

大会会期 中 に は 報道量 が や や増 加 して い た もの の （紙面 全 体の 5．11％ ）， 長期 的 な

報道量 は ， ロ ス 大会 と比 べ る と圧 倒 的 に 少 な く （紙面全 体の O．91％ ）， 掲載 され た

写真 の 数 も 5 分の L 号外 や 別刷の 発行 もなか っ た 。

　新聞別 に み る と， 『読売亅が ， 報道面積 の 割合 で は 他 2 紙 を圧 倒 し， 写真の 枚

数 で も両紙 の 中間 に位置 して い た 。 『読売』 は取材 ・報道体制の 面 で は劣 勢 に 立

た され て い た が． 全体 的 な報 道 量で は ， 『東朝』 陳 日』 と互 角で あ っ た と い える 。

　3 − 2　国家の 表象

　（1）見 出 しに お け る 国名

　見 出 しに お け る 国 名の 登 場 回 数 は ， 『東 朝亅 で 日本 114回， 日本 以 外 の 国名

102 回， 『東 日亅 で 日本 89 回， 日本 以 外 の 国 名 121回 ， 『読売』 で 日本 139 回 ，

日本 以 外 の 国名 137回 で あ っ た 。 ア ム ス テ ル ダム 大 会 の 報 道 （『東朝』）で は ， 日

表 2 　各紙の 見出 しに 2 回以上 登 場 した国名

東朝 東 日 読売

日本 114 日本 89 日本 139

米国 53 米国 62 米 国 71

ブ イ ン ラ ン ド 13 ブ イ ン ラ ン ド 23 ブ イ ン ラ ン ド 20

フ ラ ン ス 7 英国 8 英 国 9

ドイツ 4 ドイツ 4 ドイ ツ 7

オ
ース トリ ア 4 ハ ン ガ リ

ー 4 イ ン ド 5

英国 3 フ ラ ン ス 4 フ ィ リピ ン 5

イ ン ド 3 イ ン ド 3 オー
ス トリア 5

フ ィ リ ピ ン 2 支那 3 ハ ン ガ リー 3

ハ ン ガ リー 2 フ ィ リ ピ ン 2 ス イ ス 3

ブ ラジ ル 2 フ ラ ン ス 2

オ ース トラ リア 2
備げ、“鰔ガ　　・w　・ げ

　
鷲

　　　　≒翻潤　　 難 漁’
　 翻 　 　鳶
蒙淵顳挿。　 　 欝 ・・酷  

一・
　 　 　 　 噸　　　　母竈

舞戀 　＿ 肖
靉 鷹

黯
欝

鰯 　　　∬
襞 攤 驫

鬻薩
齬繭 　・賊 蹠

　 　 　 鷹 　 　 　 　 　 　 　 　 　
曲

臣 艪
阿再ト　　　　　　　　　　　　　　襲 鑢
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本 53 回 ， 日本以外 の 国 名 75 回で
， 国名 （特 に 日本 ）が 見出 しに 登場 した 回 数は

，

前 回大 会 か ら大幅に 増加 して い た 。

　表 2 に ある よ うに ， 日本 に 次い で 多 く登場 した の は， 3 紙 で 共通 して 米国で あ

る 。 米国は ， 国別優勝者数で 他 国を圧倒 して い たが ，米 国に 次い で優勝者数の 多

か っ た 国 々 （イ タ リア
・

フ ラ ン ス ・ス ウ ェ
ーデ ン ）が 見出 しに登場す る 回数は 少なか

っ た 。 米国の 登 場 頻度が相 対的 に 高 か っ た理 由 と して は ，（1）大会開催地が 米 国で

あ っ た こ と，  新聞社 が ， ロ ス 大 会 が 日米関係に 及 ぼす影響 を強 く意識 して い た

こ とが挙 げ られる 。 当時の 外務省で は，米国に お ける排 日機運の 高ま りを受けて ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （L7）

ロ ス 大会が 米国の 対 日世論 に与 える影響 を注視 して い た 。 こ うした外務省の 対外

認 識が ， メ デ ィ ア の 表象に 反 映 され て い た とい える 。

　（2）見出 しに お け る 「日本」 を示す表現

　表 3 は ，「わ れ わ れ」「わ れ ら」「わ が 」， 国旗 ・国歌 の 通称 と して の 「日章旗 ・

日の 丸 」 「君が代⊥　「祖 国 ・故 国 ・母 国⊥ 在米 日系 人 を示 す言 葉 と して 「同胞」

「邦 人」 とい っ た言葉 が 見 出 しに 登 場する 回数 を調べ た結 果で ある 。 3 紙 と も，

見 出 しで ， 「われ われ」「日章旗 ・日 の 丸」「君が 代」「祖 国 ・故 国 ・
母 国」「同胞」

「邦人」 を頻 繁 に用 い て い る 。

　「日本 」や 「日本チ ー ム 」 と い っ た 表現 よ りも， 「わ が 国」「われ らの 代表」の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛Is〉

方が， 「わ れわ れ」が
一

体 で あ る こ と を 自明 とす る表現 で ある 。 国旗や 国歌 は，

近 代の 日本 に お い て は，戦 争や 天皇 の 軍隊 を連想 させ る 国家の シ ン ボ ル で あ っ た

が ，満州 事変後一
層 そ の 傾 向が 顕 著 と な っ た 。 また ，「同胞 」 や 「邦 人 」 と い っ

た 言葉は
， 在米 日系人 を意味 して お り，

こ れ らの 言 葉が見 出 しで 用 い られて い た

表 3　見 出 しでの 「日本」を示す表現の登場 回数

東朝 東 日 読売 繕
わ れ わ れ ・わ れ ら ・わ が 65 82 115i

箪 騨 戴 顎　
尻

　 　 　 黙
…

日章旗 ・日の 丸 22 27 21 難 饗

君が代 7 4 9
級 ｝

祖国 ・故国 ・母 国 6 17 10
寮 鬻

同胞 4 2 16

邦人 6 10 10
螂一　 　…霾

　 　　　o

苗田　尉厭「hで　　　3臥　　藍　　　　　　一一・」巾　　鳩一　　．　　ヨr鋤竄鐔

瞭 範 葺鯤 叩葺一詐一

酷 ．鰯 攤 ρ 輪 　 5継 F「
　 鳶

屈 　 杷 尹臼

　　　　 寉

蓬蹶 瞞
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こ と は ， 日本 と い う国民国家の 周縁 に生 きる 人々 が， オ リ ン ピ ッ ク報道 にお い て

重 要 な シ ン ボ ル とな っ て い た こ とを示 して い る 。 日本 と い う国民 共 同体が 「日

本」 とい う国名 を直接用い る こ とな く表現 され る こ と は ，前回大会 の 報 道で は
，

極め て 少な く，
ロ ス 大会報道の 特徴 で あ っ た とい える 。 前項 の 分析結 果 に よれば

3 紙 の 見 出 しに 登場 した 国 名の うち 日本の 占め る割合 は，48．7％ とそれ ほ ど多 く

は ない 。 だが ， それ は， ロ ス 大会報道で は， 日本 とい う国名を用い る必 要の ない

くらい 自国が 話題 の 中心 とな っ て い た た め で ある と考 え られ る だ ろ う。

　新聞別で は
， 『読売亅 で ， 「われ われ 」が多用 され て お り， そ の 数は

， 『東朝亅

の 2 倍近 くで あ っ た 。 また， 国 名へ の 言 及頻 度 ， 「同胞 」 や 「邦人 」 とい っ た言

葉が 登場す る頻度 も高か っ た 。 『読売』の 報道の 特殊性 に つ い て は ，後述 す る 。

　 3 − 3　 戦争／国際親善／平和の 場と しての オ リン ピッ ク

　表 4 は ， 戦 争／ 国際 親 善／ 平和 を連 想 させ る 22 の 言葉 に つ い て ，見 出 し に登

場 した回数 を調査 した結果で ある 。 オ リ ン ピ ッ ク は現在平和の 祭典 と広 く認識 さ

れ て い るが ， ロ ス 大会で は，見 出 しに は 「平和」は 一 度 も登場 しなか っ た 。 国際

親善 を連想 させ る 言葉 （「使節」「国際親善」「国際愛」〉も3 紙 で計 6 回 の 登場 に と

ど ま っ て い て 少 な い
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （l9）

　一方，軍 隊 や 戦争 を連想 させ る 言葉は ， 3 紙 で 計 386回登 場 して い た 。
ス ポ ー

ツ 報道にお ける戦争の メ タ フ ァ
ー

の 使用 は
， 現在で は馴 染み深 い もの で あ る し ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ふラ）

全 国中等学校野球大会 の 報道 で は ，すで に 1915年の 第
一

回大会で み られ た 。 し

か し，表 4 に あ る よ うに ，前回大会の 報道で は ， 見出 しで 戦争の メ タ フ ァ
ーが 用

い られ る こ とは， ほ とん どなか っ た 。 オ リ ン ピ ッ ク報道に お け る軍隊や 戦争を連

想 させ る言葉 の 使用 は ， こ の 時期 に おい て は新 し く，特 に 「勇 士」 は， 当時 メ デ

ィ ア が流 行現 象 を作 り出 した 「爆弾三勇士 」の ス トー
リ

ー を人 々 に 連想 させ た か
　 　 　 　 ｛21）

も しれ ない 。

　新聞別で は ，軍隊 や戦争 を連想 させ る言 葉が見出 しに登場 した 回数は ， 『読売』

176回， 『東 日』113回， 『東朝』97 回で ，特 に 『読売』で 多か っ た 。 「軍」「敵」

な ど，現代の ス ポ ー
ツ 報道で は ほ とん ど使わ れて お らず， 軍国 主義の 台頭 す る時

代 に特徴的で あ っ た と考 えられる 言葉は
， 『東 日』に も比較的頻繁に登 場 して い る 。

総合す る と
， 『東朝』 よ りも 『読売』や 『東 日』 で

， オ リ ン ピ ッ ク を戦争 と重ね

合 わ せ た 表現 が 目立 っ て い た 。
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表 4　 見出 しに登 場 した戦争／国際親善／平和 を

　　　 連 想 させ る君葉

東
朝

東
日

董
冗

齷

覊一
騙 灘羅

戦 43 26 39
苗　　肖げ舮配　　需ド【

　　 R

陣 22 21 36
げ舮」配げ

軍 7 20 51
鱗 畷蠍隣聯．
1灘i鱗 1

凱 旋 21 18 25
，，、律照5牌‘亜淫3葺「匸

敵 2 10 16
蜘 廳 勳 　

｛・畳

一
騎討 1 3 2

勇士 0 1 2
”肖尸げ　　 q　　手

武者 0 3 0 輦
征途 0 0 3 灘纛

粉砕 0 2 0 饕轗、

鎧袖
一

触 0 2 0

弩級 0 2 0 …
．匸
ヒ
鹸

征服 0 1 1
轂嬲 蕪

出征 0 1 1

銃士 1 0 0 驫
人間砲弾 0 1 0 鑼
屈服 0 1 0

こ搬 ∈ρ脚臼
ド・
輜

灘 鞭

征 衣 0 1 0 韈韆
戦争 を遮 想 させ る 言葉の 計 97113176 灘 鼕
使節 1 1 1 騾

醗
国際 親善 1 0 1 難 鬻
国際愛 1 0 0 鸛 糶
團際親善を連想 させ る言葉の 計 3 1 2 難 、1、

平和 0 0 0 羈覊

　 3 − 4　個人 の 表象 ・英雄の 製造

　（1〕見 出 しで取 り上 げられた選手

　見出 しに 選手の 個人 名が登場 した 回数は， 『東朝』296回， 『東 日亅316回， 『読

売亅422回 で ，見 出 しで は， 国名 よ りも，選手名の 方が，頻 繁 に取 り上 げ られ て
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い た 。 前回大会 の 報道 と比較 して も， 選手名の 登場 回数 は， 173回か ら大幅に 増

加 して い る 。
マ ス ・メ デ ィ ア は，個 人 に焦点 を当て ，特定の 選手 を英雄化 して い

た と い える 。

　見出 しに登 場 した選手の 国籍 に 注 目す る と， 日本人 の 占め る割合 は ， 『東朝』

87．5％ ， 『東 日亅 81．3％ ， 『読売』732 ％ で ， 大多数が 日本選 手 で あ る が ， 外 国選

手 へ の 言及 も少な くなか っ た 。 こ れ は
， 3 − 2 （1）の 分析結果 俔 出 しに登場 した 国

名の うち，約半数が ， 日本以外で あっ た）と も一 致 した傾 向で ある 。

　新聞別 に比較 をす る と，外 国選 手の 名前 を見出 しで 多 く取 り上 げ て い た の は ，

『読売』 で あ っ た 。 また ， 『読 売』で 言 及 された 選 手の 出身国 は，他紙 と比 べ る と，

バ ラ エ テ ィ に 富 ん で い た 。

一
方 で ， 3 − 2 （2）で 述 べ た よ うに ， 『読売』 は

， 他紙

よ り見 出 しで 国名 を取 り上 げる傾向や 「日本」 を示す表現 を用 い る傾 向 がみ られ

た 。 こ れ らは，取 材速報体制 で 劣勢 に立 た され て い た 『読売』 に は ，（1）個人 間の

争 い を国家 間の 争 い と重ね合 わせ て劇 的 に表象す る傾 向が み られ，（2）報道の 劇化

の 過程 で ，外 国選手 との 関係性で 日本選 手 を描 き出す と い う方法が 採用 さ れ て い

た， とい っ た特徴 が あ っ たた め で あ る と考 えられ る 。

　見出 しに 頻 繁 に 登 場 した 選 手名 （表 5 ）は ，概 ね ， 日本選手の 競技成績 を反映

して い る 。 た だ，例外 と して ，織 田， ヌ ル ミ， 竹中 の 3名が お り，
こ の うち，

ヌ

ル ミ と竹 中の 事例は ， ロ ス 大会 の報道 の 関心 が ， 日本選 手 の 競技 成 績 だ け に向け

られ た の で は ない こ と を示 して い る 。

　 まず， ヌ ル ミは，過去 3 回の オ

リ ン ピ ッ ク大会で 9 つ の 金 メ ダル

を獲得 した フ ィ ン ラ ン ドの 陸 上 選

手で ， ロ サ ン ゼ ル ス 大会で は ， 開

幕直前 に ，職業選手で ある と して

出場 資格 を剥 奪 され た 。 ヌ ル ミが

日本選 手 に混 じっ て 見 出 しに頻繁

に登場 して い た こ と は， 日本 の 新

聞が ，世界的な英雄 に よる偉業の

達成の 可 否に も注 目 して い た こ と

を示 して い る 。

　
一

方， 竹中の 事例 は， 日本選 手

と外国選手の 対抗 関係 を提示 す る

表 5　 見 出 しで取 り上 げられ た選手名

　　　　　　　　　　 （各紙上位 10名）

東朝 東 日 読売

南部 24 南部 30 織 田 20

織田 16 ヌ ル ミ 18 ヌ ル ミ 18

吉 岡 16 吉岡 14 宮崎 18

宮崎 14 宮崎 12 南部 17

西 田 11 前畑 10 吉 岡 16

北 村 8 大横 田 9 西 田 12

小池 8 西 9 大横 田 9

西 8 西 田 8 前畑 9

ヌ ル ミ 8 織 田 7 清川 8

竹中 7 清川 7 横山 8
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際 に，競技 成績 だ けで な く， 日本 人 の 精神性が 基準 と して 採 用 され て い た こ と を

示唆す る 。 や や記事内容 に 踏 み込 め ば
， 竹中 は ， 陸上 5000m で ， 先頭 か ら 1 周

以 上遅 れ なが らも最後 まで 競技 を中断 しなか っ た こ と， さ らに 途中で 先 頭選 手 に

走路 を譲 っ た こ とが ， 半ば反則 と もとれ る行為の 末に優勝 した フ ィ ン ラ ン ド選手

と比較 して 立派で ある と観衆や現 地 メ デ ィ ア に 賞賛 され た と して ，特 に 『東朝』

で 7 回 と多 く登 場 した 。 その 見出 しには ， 「最 後迄奮闘の 最小 ラ ン ナ
ー」「日本選

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 cee）

手 フ ア ン の 米人が竹 中君絶賛」 とあ る 。 竹 中 の 精神性 に 焦点 を当て た美 談 は，戦
　 　 　 　 　 　 　 　 （23）

後肥 大化 して い くが ，そ の 物語の 原型 は ， こ の 新聞報道に あ っ た とい える 。

　（2）選 手の個人的 な人間 関係 を主題 と した記事

　選 手の 個 人的 な人 間関係 をテ ーマ と した記事 （い わ ゆ る， ヒ ュ
ーマ ン ・ス トーリ

ーを語 る記事）は ， 『東 朝』 21件， 『東 日』29件， 『読 売』 18 件 ，計 68件で あ っ た

（表 6 ）。 記 事の ほ とん どが
， 日本選手を対象 と して お り， 外国選 手の 登 場 は ， 3

紙 で 計 6 回 に と ど ま っ て い た 。 また，68件 中 33件 の 記 事 （「東朝』 『東 日』 で は 半

数以上 の 記事）に ，家族 な ど，記事 で取 り上 げ られ て い る 人 物の 写真が 掲載 され

て い た 。

表 6 　 選手の 個人的人

　　　 間関係 を主題 と

　　　 した記事の 件数

記事件数

東朝 21 （11）

東 日 29 （17）

読売 18 （5）

計 68 （33）

・攤 黼 靉
「
　　 彰B照　 　匸　　　　 帽　　尸

弭嬲 瓢

※ （ ）内 は ，家族 や 学校関

係者等 の 写真 を含 む記事 の

件数

表7　選手の 個人的 な人間関係 を主題 とした

　　　記 事に お け る登 場 人物

登場 人物 登場回 数

母 19

父 17

兄 15

妻 11

弟 10

学校 関係者 （先生以外） 9

妹 8

学校関係者 （先生） 7

亡 父 ，許婚者 （女），姉 各 6

恋人 （女） 4

職場関係者 3

娘，息子，祖母，祖父，子供 各 2

養父，亡 母，後見人，許 婚者 （男 ），

恩師，伯母，伯父，叔父 ，従姉妹
各 1
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　前 回大会報道 （『東朝』）で は
， 選 手の 個人 的 な人 間 関係 をテ ー マ と した記事は

0 件で あ っ た が ， ロ ス 大会で は，選 手の ヒ ュ
ー マ ン ・ス トー リーが視 覚的 イ メ ー

ジ を も用 い て 語 られ て い た こ とは ， 選手 を単 な る競技者 と して だ けで は な く，
一

人 の 人 間 t ある い は 国民 と して 描 く報道 手法 が と られ て い た こ とを示 して い る 。

　表 7 に ある よ うに ， こ うした 選手の ヒ ュ
ー

マ ン ・ス トー リー に登 場 した の は ，

多 くの 場合 ，家 族で ，多い 川頁番 に ， 母， 父 ，兄 ，妻 で あ る 。 許婚 者や 恋 人 も多 く

登 場 した 。 姉 は s 兄 と比 べ る と圧 倒的に 少ない 。 また， 亡 父 も多 く登場する 。 こ

うした記事で は，特定の 選手個人 を媒介 として ，家族愛や家族 に関する価値観 （例

えば ，家父長 制 とそ れ を支 える良妻 賢母 思想 ）が 表象 され て い た と推測で きる 。 社会

的状況 と関連づ ける な らば
， 特に 母子関係 の 強調 は

， 軍 国 美談の 中に出征兵士の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （en）

母性愛に 関する物語 が多 く見 られ た こ と と共 通 して い る 。

　 3 − 5 　 外 国人 に よ る 日本 選手 の評価 を主 題 と した記 事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （25）

　外 国人 に よる 日本選 手 の 評 価 を主 題 と した記 事は， 『東朝』25件 ， 『東 日』23件 ，

『読売』21件， 計 69件 で ， 3 紙 で ほ とん ど同 じ くらい 取 り上 げられ て い た 。 66

件が 日本選手に 対 して 明 らか に 肯定的な記事， 2 件が どち らか とい えば肯定的な

記事， 1件が肯定か否定 か 判断が不 可 能な記 事で あ っ た 。 前回大会の 報道で は ，

外国人 に よる 日本選 手の 評価 を主題 と した記 事は 7件 しか な く， こ うした記 事の

大 幅な増加 も， ロ ス 大会 の 特徴 で あ る 。

　表 8 に あ る よ うに， 日本選手 を高 く評価 して

い る主体 と報 じられ て い た の は ，多 くが米国人

で あ る 。 3 − 2 （1）の 分析結果 （日本に次 い で 米国

が 最 も多 く見出 し に 登場 した）と と もに ，
メ デ ィ

ア が 対米 世 論 の 変化 に敏 感 とな っ て い た こ と を

示 して い る 。 こ れ は， 同大会が ，満州事変 を経

て ， 対外宣伝 の 必要性が 強 く認識 され始め た 時

期 に 開催 され た こ と と無関係 で は あ る まい 。 ま

た，選 手や コ ーチ だけで な く， メ デ ィ ア， 有名

人
・専 門家，市民 ・観衆な どに よ る 日本選手に

対する 評価が 比 較的多 く登場 して い る こ と も注

目に値す る 。 日本選手が 多様 な外国人か ら高 く

評 価 され て い る こ と を伝 える報道は ， 日本人 が

表 8 「誰が」日本選手 を評価

す る か

外国 メ デ ィ ア 7

外国選手 15

外 国 コ ーチ 2

米国メ デ ィ ア 20

米国選手 12

米国 コ ーチ 16

米国 の 有名人 ・専 門家 6

米国市民
・
観衆 18

その 他 12

不 明 2

合計 108
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日本 選手 を 自画 自賛 す る報 道 よ りも， は る か に効 果 的 に ， 日本 人 の 優 越性 を読者
　 　 　 　 　 　 　 　 （ee）

に伝 えた と考 え られ る 。

　評価 の 対象 （何 を評価 して い るの か）に つ い て み る と， 日本チ ーム 全 体 に 対 す る

評価 を含ん だ記事が 48件 ， 特定の 日本選手に対する 評価 を含 ん だ記事が 37件 あ

っ た 。 こ れ らの 記 事 の うち，13の 記 事は， 日本 チ ー ム や 特定の 選手 （ある い は ，

双方）の 評価 を， 日本人
一

般の 評価 へ と つ な げて お り， 日本選手 だけで は な く，

日本人全体が 高 く評価 され て い る とい うメ ッ セ ー ジが発せ られ て い た 。

　また ， 評価内容 を，競技 面 ，態度 ・精神面 ， その 他 に 分 類 す る と， 多 くの 記事

（50件）が競技面 を評 価 して い た 。 しか し， 態度 ・精神面 を評価す る記 事 も 28 件

あ り，そ の うち，競技 面 へ の 言及 は な く，態度 ・精神面 だけ に 言及 した記事 も，

13件 あ っ た 。 こ こ か ら，外 国人 に よ る 日本選手 の 評価 を主題 と した 記事の なか

には ，競 技 自体 の 報 道枠組 み を超 える記 事 も多 く，競 技 面 だ けで は な く，態度や

精神性が 賞賛の 的 と な っ て い る ， とい う物語が作 り出 されて い た と い え る 。

　以上 ，量 的分析 の 結果に つ い て み て きた 。 ロ ス 大会の 報道 の 全体 的な特徴 と し

て ，全体 的な報道量 の 増加， 「わ れ わ れ」 や 「日章旗」 な どの 読者の 国家 へ の 同

一化 を促す よ うな表現 の 顕在化 ， 戦争 の メ タ フ ァ
ー

の 使 用 ， 選 手の 個 人 的 な人 間

関係及 び外 国 人 に よ る 日本選手の 評価を主題 と した記事の 大量 出現が挙 げられ る 。

報道の 中心 は， 日本 や 日本選 手 で あ るが ， 日本 以外 の 国家 や 選 手 が取 り上 げ られ

る こ と も比較的多か っ た こ とが 明 らか に な っ た 。 だが ，
一 方で ，特定選手の 個人

的な人間関係や 外 国人に よる 日本選手 の 評価 を主題 と した記事の 分析 か らは
， 外

国選手は ， あ くまで 日本 選手 を 際立 たせ る存在で ， ロ ス 大会 の 報 道で 具 象化 され

た の は， 多 くの 場合 ， 日本人選 手 とそ の 家族で あ っ た こ とが 示 さ れ た 。

4 ． 質的内容分析

　本章で は， オ リ ン ピ ッ ク報道 の 主要場面に 関す る記事 につ い て ， 質的分 析 を行

う。 各事例 を取 り上 げた理由は ，以下 の 通 りで ある 。 第 1 に
， 選手団 と国家や 国

民の 関係 を考察する た め
， 日本 選手団の 出発 の 報 道 を分析 した 。 第 2 に ， オ リ ン

ピ ッ ク の 理念が 象徴 的 に 表象 され る 式 典 と して T 開 閉会 式 の 報道 を取 り上 げた 。

第 3 に， 個人の 表象と ヒ ー ロ ーの 製造過程 に注 目 して ， 日本選手が初め て 優勝 し

た 時の 報道 を分析 した。

122　 マ ス ・コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン研究 No．79　 2011

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society for Studies in Journalism and Mass Communication

NII-Electronic Library Service

The 　 Japan 　 Soolety 　 for 　 Studles 　 ln 　 Journallsm 　 and 　 Mass 　 Co   unloatlon

　 4 − 1　 事例 1　 日本選手団出発 の 報道 （r読売』1932 年 6 月 24 日タ刊）

　第 1 回 目の 日本選 手 団の 出発 は ， 『読売』で は ，夕刊 1頁 で
， 紙 面 の 半分 以 上

の ス ペ ー ス を使 っ て 報道 された 。 見出 しに は
， 「行 け 1！　 勝 て ！1　 ス ポ

ー
ツ 使節

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （m 〉

　燃 ゆる 世界制覇の 血潮 　我等の 代 表 鹿島発 つ 」 ［6．24，夕．1］ とあ る 。 オ リ ン ピ

ッ ク の 日本選 手団が ， 日本 国民 で あ る 読 者 （「我等」）の 代 表で あ る とい うこ とは，

暗黙の 了解事項 と な っ て い る 。 そ して ， ス ポ
ー

ッ 使節 に は，勝つ こ と，世界制覇

が期待 されて い る 。 リ
ー

ド文 に は，選 手団 を指す言 葉 と して ，「第
一

次 出発部隊」

［6．24．S ．1］ と あ り， こ の 記事 で は ， 日本選手 団は，外交使節 と軍隊 とい う二 重の

役割 を もつ 存在 と して 描か れ て い た とい え る 。

　記事 に は ， 国家的 シ ン ボ ル の 言語的 ・視覚的表象が ， い くつ か 見 られ る 。 紙 面

左上 に は
， 選手 団の 東京駅 出発時の 写真が 2 枚掲載 され て い る が （図 1）， と もに，

日本 の 国旗 （選手団代表の 持 つ 大 きな国旗 各選手が着用す る
“

恩賜
”

の ブ レザ ーに縫

い 付 け られ た 国旗 ）を含 ん で い る 。 リ ー ド文 で は ， 「宮城 を遥拝」「聖恩旗」 ［624，

夕．1］ な どが 太 字 に な っ て お り， 紙 面 中央 の 囲み 記事 （岸体育協会 長が 出発前 に参

内 した こ とを伝 える 記事）で も， 「参内」 ［6．24．夕 1］が拡大 され て い る 。 天皇は 直接

に は登場 しない が ，
天 皇の 神聖 性 ・

至高性 が示 されて い る 。 選 手団 は ，

天皇 を頂点 と して 団結す る 臣民 の 代

表 と して 描 か れて い た と い える 。

　注 目す べ きは ，選 手 団 と ともに ，

選手団の 見 送 りに駆 け付けた 人 々 が，

こ の 記事の 重要 な登場人物 とな っ て

い る 点 で あ る 。 見 出 し に は ， 「駅

頭 ・埠 頭 『万 歳 』 の 怒 涛 」 「無言 の

誓ひ ！　 光 る涙 小ス ポ
ー

ッ マ ン か

らお守札 」「辷 り出 る 船 に 浴せ る歓

呼 横 浜 埠 頭 空 前 の 人 出 」 ［以 上

6．24．夕．1］ と あ り， 記 事 に は， ビ ル

の 窓か ら顔 を出す若 い 女 性や 選手 に

お守 りを持参 した小学生 が登場す る 。

一般国民の 手で 選手団の 送迎 が 盛大

に行わ れ て い る こ とが 強調 されて い

萬
歳
の

歎
呼
を

洛
び

て
オ
，

厶

5
銘
睚

輒
 

紮
〒
▲

図 1　 『読売』 1932．6．24．タ刊
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る の で ある 。 さ ら に，掲載写真の 1枚 は， 選手 団の 行 進 を見守 る群 衆 をロ ン グか

ら捉え ，写 真 を見 る者 に，群 衆 と して 参加 して い る よ うに錯覚 させ る構 図 とな っ

て い る 。 紙面全体 と して ，読者 も， 日本 国民 と して
，

ロ ス へ と旅立 つ 選手団 を応

援する 集団の
一

員 と して の 役割 を果たすべ きで あ る とい うメ ッ セ ー ジ が発 せ られ

て い た とい える 。

　4 − 2　事例 2　 開会式 ・ 閉会式の 報道 （丁東朝』 1932年 8 月 13 日号外 ，
8

　　　　　 月 16 日タ刊）

　『東朝』 で は ， 開会式 の 第一報 は ， 7 月 31 日の 号外 で 報 じて い る が ， 『東 日』

との 激 しい 輸送合戦の 末 ， 8 月 13 日に も2 頁か らなる写真号外 を 2 度発行 した 。

こ こ で は
，

その 開会式 写真 号外 を分析 す る 。 なお， 同 日に は，大会 も終盤 に差 し

掛 か っ て お り，水泳の 男子種 目で 日本が 連勝する とい う状 況が生 まれ て い た 。

　第 1号外 は ， 「オ リム ピ ッ ク大 会開幕 の 壮 観 」 ［8．13．号 1．1］ と題 して ， 開会式時

の 競技場 に お け る写真 6 枚 と，米国 陸海 軍 の 祝賀飛行 の 写真 1枚 を収録 して い る 。

1頁の 上半分 に掲載 された写 真の キ ャ プ シ ョ ン に は ，「秩 父 宮 殿 下 御下賜 の 日章

旗 を先頭 に 堂 々 入 場す る 日本 選手」 ［8．13．号L1］ とあ り， 2 頁 目に も， 開会式 の

日章旗 を大 きく捉 える 写真 と，敬礼す る 馬術 選手 （軍 人 ）と笑顔 を見せ る 女子選
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ごお 　

手の 組み合 わ せ の 写真が ある 。 日本選手 と日章旗 は
， 当然の こ となが ら， 開会式

の 写 真報道 の 重要 な被 写体 で あ っ た と い える 。

　た だ ，開会式の 写真号外 に は， 外国人や 外国選手 も多 く収録 され ，特 に米国人

の 存在が強調 され て い る 。 こ れは
， 量的分析 に よ っ て 示 され た報道の 全般 的傾向

と も
一

致 す る 。 第 1 号外の 1 頁下 段の 写真 は ， 開会宣言 を した米国 副大統領 を捉

え て お り， 2 頁 に も，米国選手宣 誓の 写真， 米国陸海軍の 祝賀飛行の 写真が ある 。

第 2 号外で は ，掲載 され た開会式の 写真 8 枚の うち， 日本選手が 映 っ て い る の は

1枚 だけで
， 他 は ，米国 の 有名人 （映 画俳 優 で ， 日本 向けの ラ ジ オ放送に 出演 し， 日

本選手 を褒め称 え る放送 を行 っ た ほか ，大会終了後に 来 日 した映画俳優 ダグ ラ ス ，女優

フ エ イ レ イ，太平洋横断飛行の プ トナ ム ）， 各国選手代表の 宣誓式の 光景， フ ィ ン ラ

ン ド選手 ・
フ ラ ン ス 選手 ・カ ナ ダ女子選手の 入場 シ ー ン を捉 えた写真 な どが 掲載

され て い る （図 2）。 号外全体で 示 され て い る の は
， 各国 （西洋諸国）か ら選手が集

う舞台 と して の オ リ ン ピ ッ ク で あ る 。 そ して ，諸外 国 の なかで も特 に 米国へ の ，

文化面 も含め た 関心 が 高か っ た こ とが わ か る 。

　開会式の 写真 と と もに 号外 に収録 され て い るの が ， 「大会 の 花， 高飛 込 に鎌倉
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嬢見事入賞欧米の 花形 と争 ひ」

［8．13．号 12］ 「羅 府 よ り快報 来 る

　 百 米 背 泳 に 全 勝 」 ［8．13号

2．1］ とい っ た現 地 か ら 1 日遅れ

で 届い た 日本選 手 団の 競技成 績

に 関する ニ ュ
ース で ある 。 こ れ

ら の 記事 は ，外国人 を多 く捉 え

た 開会式の 写真 と組み合わ せ ら

れ る こ とで ， 国際舞台に お い て

日本 人が 認 め られ て い る とい う
　 　 　 　 　 （z9）

意味 を帯び る 。

　
一 方 ， 閉会式の 記事 は

， 夕刊

1 頁 に掲載 され た もの の ， 8 分

の 1 ペ ー ジほ どの 小 さな扱い で ，

写真 もなか っ た 。 「第十回 オ リ

ム ピッ ク閉会　五 輪の 旗降さる

　 六 度 聴 く 「君 が 代 』　 同 胞
図 2　 『東朝』 1932．8．13．第 2 号外

た f 感激 の 涙」 ［8．16．夕．1］ とい う見出 しの 後半部分は ， 閉会式 に 際 して 行 わ れ た

水泳の 表彰式の 情景 に基づ い て い る 。 閉会式報道の 全体的なテ
ー

マ は， 国際社会

で の 日本の 卓越性が 認知 さ れ た こ とで ある 。

　同 日の そ れ以外 の オ リン ピ ッ ク記事で も， 同 じテ
ー

マ が語 られ て い る 。 例 え ば ，

閉会式記事の 左 に は ， 「水の 強豪　世界
一

座 談会 （上） 勝 因を語 る我選 手　敗 因

を述 べ る彼 等 」 ［8．16．夕．1］ とい う見 出 しが掲 げ られ て い る 。 こ の 記事で は， 米国，

ハ ン ガ リー
， フ ラ ン ス ， オ ース トラ リア ， カ ナ ダ， ドイ ッ と 日本 の 選 手や コ

ーチ

を朝 日新聞社 が 招 い て 開催 した 座談会 で の や り取 りが ， 日本 選 手 （我等）の 勝利

／ 外 国選手 （彼等）の 敗北 と い う枠組 み で ま と め られ て い る 。 記事内に 掲載 され

た写 真は， 5 枚全 て が外 国選 手 の 顔写真で ， 日本 選手の 写真は存在 しない 。 しか

しt 本文 をみ る と， 「日本人の 作 っ た記録 を今後破 る の は骨 だ」「日本の 勝利 は や

つ ば りシ ス テ マ チ ツ ク な トレ
ー ニ ン グの ため 」「日本の こ の 強い 脚力 を各国が 会

得 しな い 限 り日本 は永 久に 王座 を占め る で せ う」［以 上 8，16汐 ，1］ な ど
， 日本選手

の 優越 性 を認 め る外 国選 手の 発言 が 繰 り返 し登 場 して い る 。 日本 人が 日本 選手 を

自画 自賛する の で は な く， 外国人が 日本選手 を評価す る とい う構図 は
， 量的分析
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で も顕 著 で あ っ た ほ か． 次に 取 り上 げ る南部 の 優 勝 の 報道に もみ られ る 。

　4 − 3　事例 3　南部の 優勝 の 報道 （r東 日』 1932年 8 月 6 日タ刊）

　 ロ ス 大会で 日本選手 と して 最初 に優勝 した の が ，南部忠平で あ っ た 。 南 部 は ，

見 出 しで 最 も多 く言 及 され （3 紙 で 計 71 回）， 特 定選 手の 個 人 的 な人 間 関係 を テ

ー
マ と した記事 で も最 も多 く取 り上 げられ て い た （3 紙で 計 7 回 ）。 『東 日亅で は

，

南部の 優勝の ニ ュ
ース を 8 月 5 日の 号外 に も収録 して い る が， こ こ で は ，本 紙 の

報道 を分析す る。

　南部の 優勝 は， 夕刊 1頁 で トッ プ ニ ュ
ー

ス として報 じられた 。 見 出 しには ， 「跳

躍の 覇王南部君」「大和魂 の 豪華版」「大 日章旗揚が る中に　感激の 『君が代』 は

轟 く」 ［全 て 8．6夕．1］ とあ り， 日本人が 勝 っ た とい う意識が 前面 に 押 し出 さ れ て

い る 。 と りわ け， 「日章旗 」の 代 わ りに 「大 日章旗」t 君 が 代が 「演奏 され た 」の

代 わ りに 「轟 く」な ど， 国家の シ ン ボ ル の 偉大 さ ・神聖 さが誇張 され て い る とい

え よ う。 リ ー ド文 で は，南 部 の 打 ち立 て た 「前 人 未 踏 の 大 記 録 」 ［8．6．8 ．1］が ，

観衆の 歓声 を浴 び， 外国人 カ メ ラマ ンが 南部 を追 っ て い る 様子 が 描か れ て お り，

南 部 は
， 国際的 な人気 を獲得 して い る世 界 の 英雄 で あ る

，
と され て い た 。

　
一 方で ， 2 頁 は ，南部 の 優 勝 に沸 く日本の 様子 を伝 えて い る 。 そ こで は ， 3 枚

の 写真 （ラジ オ を聴 く群衆，南部の 優勝 を歓迎す る 文相，南部の 許婚者）に象徴 的に示

され て い る よ うに ， ロ ス に い る 南部選手 と， 日本に い る 国民 ・選手の 家族 ・国家

の 関係が描か れて い る 。

　 まず，南部 の 感想 を ラ ジ オで 聴 くた め に集 ま っ た 人 々 の 様子 は， 「街頭 の ラ ヂ

オ の 前 に は 時 な らぬ 人 だか り 『え らい ね』 とそ こ こ ・ に愉快 な 国民 的興奮 と感激

の 街頭風景 が 見 ら れ た 」 ［8．6．夕．2］ と描写 され て い る 。 許婚者 とそ の 兄 を取 り上

げた記事で は
， 感傷 的な表現が 一 層顕著で

， 「頬 を流れ る　 感激 の 涙　許婚の 横

田久 子 さん 」 ［＆6汐 ．2］ とい う見 出 しが掲 げ られ， 許婚 者 の 兄 が ラ ジ オ放 送 を聴

い た 感想 と して 「日章旗が ス ル ・ とあが つ た 光景 を思つ て僕 は 泣い た よ　 南部 も

感激 に み ちた 声 だ つ た 」 ［8．6．夕．2］ とあ る 。 山 口誠が 論 じる よ うに ， 新聞が ラ ジ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （so）

オ放送 を参照する と き， 「社 会的同時性は よ り増幅され ， よ り広範に循環 してい く」。

加 えて ， ラ ジオ放送に耳 を傾 ける群 衆 と選手の 家族の 並 列的な提示 に よ っ て
， 選

手 の 家族 と国民 が 重ね あわ され る 。 「国民 」が 選手の 家族 と同 じよ うに 日本 選 手

を注視する こ とが 当然視 され る の で あ る 。 こ こ に み られ る の は ， 国家を家族の 拡

充 と解釈す る家族国家観で あ り，
ロ ス 報道は ， 家族内の 情緒 的結合が 国民共同体
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （31）

内の それ へ と 自然 と拡張する よ うな言説 を含 んで い た とい える 。

　 また
， 日本で の 興 奮の 様子 は ， オ リン ピ ッ ク の ニ ュ

ー
ス が ， は る ば る 太平洋 を

渡 っ て 届 け られ る こ との 不思 議 さ， そ して 「こ こ 」（日本）と 「あ ち ら」（ロ ス ）を

つ な ぐメ デ ィ ア の 役割 の重 要性 とセ ッ トで 伝 えられ て い た 。 ラ ジ オ放送に 関す る

記事 の 見 出 しに は
， 「お ・ 誇 りの 電波 は　大洋 を越 えて 」［8．6汐 2］ とあ る 。 また ，

か な り目立 つ 箇所 に ，毎 日新 聞社社 長 本山彦
一

と城戸 元亮専務 の 祝電 ，南部の 謝

電が 掲 載 され て い る 。 そ こ に は ，二 大 新聞社 の
一 つ で あ る毎 日新聞社 が 国民 を代

表 して 選手 団 に祝意 を伝 え， 選手が そ の 紙面 を通 じて 国民 へ の 謝意 を表 明す る と

い う図 式が存在 す る 。 ラ ジオや 『東 日』 の よ うな 資金力 の あ る 新聞が あ る か ら こ

そ， ロ ス 大会 が 国民的 なイベ ン トと して 成立 しえた 。 こ の こ とが ， 改 め て 紙 面 で

表象 ・誇示 さ れ て い た とい え る 。

5 ． おわ りに

　本稿 で は ， 『東朝』 「東 日』 『読売』に お け る 1932年 ロ ス 大会の 報道 内容 を，量

的 ・
質的に分析 した 。 ロ ス 大会の 報道に は， 以下の よ うなナ シ ョ ナ リズ ム の 再生

産 に 関す る表象 ・言説が 見 ら れ た 。

　第 1 に ， 国家的 シ ン ボ ル の 強調や ， 国民共 同体 を所与の もの と して 認識 させ る

よ うな言 語的 ・視角的表象で ある 。 紙面で は ， 「日章旗」や 厂君が代」 とい っ た

シ ン ボ ル が， 繰 り返 し登場 し， 日本選手団は ， 「我等の 代表」「我選手」 と表現 さ

れ た 。 国家 と して の 日本 を指す言 葉 と して ， 国名 を 直接 的 に 示 す代 わ りに， 「祖

国 ・母 国 ・故国」が 用 い られ る こ と も多 く， 「同胞」「邦 人」 と い っ た在米 日系人

との 国民的
一

体 感 を 自明視 す る 表現 もみ られ た 。

　第 2 に ，他者 （外 国人や外国選手）を差異化 す る言 説 で あ る 。 量 的 分析結果に よ

れば ，外国人 や外 国選手 も記 事に比較的 頻繁 に登場 し，世界的な選手の 偉業達成

の 行方 に も， 関心 は払 われ て い た 。 た だ， こ れ まで の ナ シ ョ ナ リズ ム 研 究 に よれ

ば， 自 ・他の 区別 に 関す る認識の 形成 は ， ナ シ ョ ナ リズ ム の 成立 ・存続 の 基盤 と
　 　 　 　 （32）

な っ て お り，外 国選手が 多 く紙面に登 場する こ と を，即 ， オ リ ン ピッ ク報 道 に お

ける 国際理解の 促進 と解釈する こ とはで きない 。 ロ ス 大会報道で は ，外国 人 （特 に ，

米 国 人）が 日本選手 を高 く評価 して い る こ と を伝 える記事が頻繁に掲載 され て お り，

これ らの 記 事で は ， 日本 選手の 競技 面 だけで は な く， 日本人 全体の 態度や 精神性

へ の 言及 も多か っ た 。 また ，事例 2 に ある よ うに ， 「我 々 」（日本人）と 「彼 ら」（外
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国 人 ）を差 異 化す る 言説 も存在 して い た 。 つ ま り，外 国 人 や 外 国 選 手 に 関す る 報

道は ， 日本 と外 国の 対照性 を明確に す る ため に不可 欠で あ っ た と考えられ る 。 そ

して
，

オ リ ン ピ ッ ク を
，

世 界中か ら選手達が 集 う偉大 な国際舞台 と表象 し
，

その

なか で ， 日本 選手の 優 越性 を照 ら し出 した とい える だ ろ う。

　第 3 に ，戦争の メ タ フ ァ
ーの 使用で あ る 。 ビ リ ッ グ は，確立 され た国家 に お け

る ナシ ョ ナ リズ ム に 関す る議論で ，戦争の メ タ フ ァ
ーが多 く用い られ るス ポ ー

ツ

報道は ，読み手が
， 無意識 的 に （自 ら好 んで 快楽を追求す る なか で ），将来の 戦争で

必 要 となる精神性一 国家の ため に 犠牲 とな っ て 戦 う精神
一

を習得す る場 とな っ て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （33）

い る こ とを指摘 して い る 。
ロ ス 大会で は ， 国際親 善や 平和 とい っ た言葉 に 比べ て ，

圧倒的に多 くの 戦争 を類推 させ る 表現が用い られて い た 。 読者の 意識 に 関 して は

本稿の 範疇 を超 えるが， ビ リ ッ グの 主張 に従 えば ，読 者は ， ロ ス 大 会の 報 道 を娯

楽 的に 受容 す る こ とで
T 無意識 的 に対外 関係 にお い て 個 々 人が もつ べ き身構 え，

特 に 国家の た め に 献身的 に戦 う精神性 を習得 して い っ た と推測で きる 。

　第 4 に ， 国内 を中心 と した社会 的諸関係の 具象化 で あ る 。 紙面で は ，選 手の ヒ

ュ
ーマ ン ・

ス トー リーが 語 られ ， 見送 り人 や街頭 で ラ ジ オ を聴 く人 々 ，大 臣 な ど

が， 日本選 手の 動 向 を見 守 っ て い る様子が 報 じられ た 。 また， 日本 と ロ ス の 距離

の 遠 さ と，そ れ を結 ぶ メ デ ィ アの 役割の 重 要性が 強調 され た 。 マ ス ・メ デ ィ ア を

媒介 と して
， 国民が

一
緒 に 国際的 なス ポー

ツ
・イベ ン トを体験 して い る こ とが 具

象的に表象 され た こ とで ，読者 は 日本 とい う共 同体 の 姿 を想像 し， そ こ へ の 帰 属

意識 を確認 した と推測 で きる 。

　 ロ ス 大会で は，大衆化 した メ デ ィ ア に よ っ て 報道 された こ と （表象の 共有〉自体

が， 国民 的 な規模で の オ リ ン ピ ッ ク経験 を作 り出 し， ナ シ ョ ナ リズ ム の 再 生 産 と

い う側 面 を もっ て い た 。 そ して 以 上述べ て きた よ うに ，報 道 内容 に お い て も， ナ

シ ョ ナ リズ ム の 再生 産 に 関 わ る 表象が大幅に 増加 して い た とい え る 。 そ れ は，

1928年 ア ム ス テ ル ダム 大会 の 報道で は ，顕著 に は観察 され な か っ た こ とで ある 。

　 しか し， ロ ス 大会で み ら れ た 国家 的 シ ン ボ ル の 強調 ，他者 の 差異 化 ，戦争 の メ

タフ ァ
ー

の 使用 ，社会 的諸 関係の 具象化 とい っ たナ シ ョ ナ リズ ム の 再生 産に 関す

る 表象 ・言 説 に は ，
一 定の 幅が あ っ た こ とを指摘 したい

。
こ れ らの 表象 ・言説の

集合体 は， い わ ば，二 つ の 中心 を もつ 楕 円形の よ うな構造 を して い た 。

一方の 中

心 に は ，外 国人 や外 国選 手に 関す る表象が 多 くみ られた こ と に代表 され る よ うに，

読者が ， 国際社会 に お ける 「日本 」を意 識 する と とに よ っ て ， 日本 人 と して の
一

体感を感 じる よ うな表象 ・言説が あ っ た 。 だ が， もう
一

方の 中心に は
， 天皇の 存
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在 ， 日章旗や君が代 を強 く意識 した 愛国主義的 な表象 ・言説が 存在 して い た 。 こ

の 二 つ の 中心 が 緩や か に 共存 して い た の が t1932 年 ロ ス 大会 に お け る ナ シ ョ ナ

リズ ム の 再生 産 に 関す る メ デ ィ ア 表象で あ っ た 。

　や や 敷延 して い え ば，後者の 側面 は ，満州事変 ・上 海事変 の 熱狂 的 な愛国主義

的 メ デ ィ ア 表象 と連続性 を もち， あ る い は 1936 年 ベ ル リ ン ・オ リ ン ピ ッ ク の メ

デ ィ ア表象に もつ なが っ て い く。 前者の 側面 は， その 後沈潜 して い くが ，戦後の

オ リ ン ピ ッ クや 国 際的 なス ポ ー
ツ

・イベ ン トの 表象 とも通底 して い る と もい える 。

しか し， ロ ス 大会 で は ，二 つ の 側面 が 決 して 互 い に排斥的，対立的な もの と して

あ っ た わ けで は な か っ た 。 こ の こ とは ， 1932年 当時の 日本 の 国際 認 識 あ る い

は現在 の 国際ス ポ ー
ツ

・イ ベ ン トの ナ シ ョ ナ リズ ム に 関す る 表象 を考 え る うえ で
，

重要 で あ ろ う。
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